
災害から市民の生命、身体、財産を守るため、迅速、確実な消防活動を実施する。

火災現場等の減少により現場経験不足を補うためベテラン職員による知識、技術の継承、また、研修等により
得た知識、技術の共有を行い、各隊の連携強化を図る。

今後の
方向性

消防・救急救助体制を充実する消防・救急救
助安全安心都市

施
策
の
大
綱

消防本部警防課

事業： 消防活動事業 0480

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

各種災害対応訓練の実施及び資機材の計画的な整備により迅速、確実な消防活
動を実施することができ、市民の安全、安心を守ることができた。また、緊急度判定
や病院選定の検証による効率的な救急活動を実施することで、病院収容時間の延
伸傾向を抑えることが出来た。

A

各種災害対応訓練を実施し、また、計画的に購入した資機材を活用し、迅
速、確実な消防活動を実施することができ、市民の生命、身体、財産を守
り、被害の軽減に努めることができた。

A
A

A

目

標

・災害に対し適切に対応できるよう各種災害対応訓練の実施及び計画的な資機材、消耗品の購入。
・火災から得られる原因と損害の調査によって、類似火災防止、警防対策に努める。
・南河内メディカルコントロール協議会との連携を強化させることで、本市救急体制の充実を図る。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

399,910

6,060

50.80

0.00

6,060

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 8,457

3,668

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

6,768

6,768

0

0

0

165,404

20.65

0.00

3,496

1,498

-708

-708

0

0

0

234,506

30.15

0.00

4,961

2,170

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

393,850

0

事業費（決算額） 6,060

158,636

0

6,768

235,214

0

-708 (千円)

 (千円)

 (千円)
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